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Chappell）とバイナート（Peter Beinart）の 2 人
を挙げる。チャペルはニーバーを預言者（prophet）
と、そしてバイナートは政治家（statesman）と位
置づけた。しかしマッコークルによれば、両者と
も一時期に限ったニーバー思想を完全なものとし
て捉えようとしている点を批判する。キング牧師
や、リベラリズム、ベトナム戦争と関連づけたと
して、マッコークルによれば、政治思想家と預言
者をあわせ持つ両義性こそがニーバーの遺産とし
て、現在そして今後の復興や修正に値するものと
して考えられると指摘する。
　また、ニーバーにとって「正義」とは、社会的
調和をもたらすものとして位置づけられ、同胞愛
そして家族愛という、愛の領域からは外すことの
できないものと見なされた。しかし現実社会では、
様々な権力が均衡することから、争いを和らげ、
組織の中枢となる存在が求められる。ニーバーは
民主主義を擁護し、また政治の指導者は神の審判
を受けるとする聖書的な考え方をもって、政治の
目的を正義の確立とみなした。
　ニーバー思想を解く鍵は、その弁証法的な論述に
見られる。そして、社会的にも経済的にも問題を抱
えている現在アメリカ社会にとって、ニーバーのよ
うな複合的思想は必要であることが言及された。
　質疑応答では、ニーバーが生きた時代との比較
について、ニーバーがどのようにイスラエルをと
らえるか、カトリックの中でのニーバーの捉え方、
国民介護保険について、社会の非道徳性、ニーバー
を「神学者」としてとらえること等が議論され、ニー
バー思想とその今日性を深く考えさせられた有意
義な時間であった。
（すずき・みゆき　聖学院大学総合研究所特任研究
員）
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